
 

 

  

 

 

 令和５年９月１４日 

第二管区海上保安本部 

 
測量船３隻が連携した東北太平洋沖の海況把握 

～三陸沖の高い水温の継続を確認～ 
 

海上保安庁の測量船３隻による海洋観測の結果、三陸沖の海面水温は、平年よりかな

り高い状態を継続していることなどを確認しました。 

 三陸沖では、海面水温が平年よりかなり高い状態

が昨年から続いており、これは黒潮続流（※１）の

北上が原因とみられています。（図１） 

 海上保安庁では、2023年（令和５年）８月31日

から９月７日にかけて、三陸沖を含む東北太平洋沖

において、測量船「昭洋」、「海洋」、「明洋」に

よる水温や海流の観測を行いました。 

 その結果、三陸沖の表層では強い流れ、また表層

から海洋内部にかけて高い水温が観測されました。

この観測により、三陸沖では、依然として黒潮続流

が平年より北上しており、また水温も平年に比べか

なり高い状態にあることを直接確認しました。ま

た、下北半島東方においては、水温および流れの観

測結果により、津軽暖流（※２）が襟裳岬南方まで

張り出していることを直接確認しました。（図２、

図３） 

第二管区海上保安本部では、今回の観測結果につ

いて、二管区海洋速報（※３）の号外を発行しまし

た。（別添） 

 

 

 

 

 

 

測量船「昭洋」 測量船「海洋」 測量船「明洋」 

図１ 「８月下旬」における黒潮続流の流線の変遷 
2019年頃から北上の傾向にあり、2023年は顕著に

北上している様子が分かる。 



 

 

  

図２ 測量船で観測した測線（図３のAからBを結ぶ線）に沿った水温の鉛直分布図（数字は水温（単位℃） 
測線中央部での水温は水深100ｍで5℃以下を観測。他方、津軽暖流が流れ込む箇所（図２、図３の赤丸部）では

水深300ｍで7℃、三陸沖の黒潮続流の流れる箇所（図２、図３の青丸部）では、水深400ｍでも8℃を観測し、海洋
内部でも水温が高くなっており、暖かい水の層があることが分かる。 
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図３ 測量船で観測した流れのデータ 
赤矢印の向きは流れの向き、大きさは

流れの速さを示す。背景は衛星で取得し
た海面水温データを寒暖により表現。 
 津軽暖流及び黒潮続流の想定流線上
では、最大で3.9ノット（時速7.2㎞）
の強い流れを観測。 



※１ 黒潮続流 

 日本南岸に沿って流れる黒潮の、房総半島沖から太平洋を東に流れる強い流れです。 

 

※２ 津軽暖流 

 日本海を北上した対馬暖流が津軽海峡を東進し太平洋に抜けた後、南下する強い流れです。 

 季節により流れの強さに変化があり、冬季は比較的弱い流れで海峡を抜けてすぐ南下します

が、夏季は比較的強い流れとなり、襟裳岬南方まで東進したのち南下します。 

 

※３ 二管区海洋速報 

 各機関から得られた観測データなどを基に解析した東北地方周辺の海況情報で、隔週の金曜

日に発行しています。流況、表面水温、100ｍ水温をご覧いただけます。 
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2020年（令和２年）３月30日の海況 
黒潮続流はあまり北上せず東へ流れ、津軽暖流は

津軽海峡を抜けてすぐ南下している。 

2023年（令和５年）８月15日の海況 
黒潮続流は北緯40度まで北上し、津軽暖流は

襟裳岬南方まで東進している。 
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二管区海洋速報2023年第16号（8月4日発行） 
左図：表紙、中図：海流―水温図、右図：100ｍ水温図 
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